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千
葉
・
県
民
芸
術
祭
第
6
1

回
千
葉
県
俳
句
大
会
 

◆
大
会
中
止
顛
末
記
 

第
六
十
一
回
千
葉
県
俳
句
大
会
は
台
風
十
九
号
の
た
め
 

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
 

会
員
及
び
応
募
者
の
皆
様
方
に
も
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
 

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
 

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

大
会
の
準
備
は
二
月
か
ら
大
会
案
内
印
刷
な
ど
を
進
め
 

四
月
か
ら
俳
句
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。
 
一
般
の
部
で
は
 

延
べ
三
ー
ニ
ハ
名
の
方
か
ら
一
一
三
八
句
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
 

で
は
一
二
〇
〇
名
の
児
童
・
生
徒
さ
ん
か
ら
の
応
募
が
あ
 

り
ま
し
た
。
 

一
般
の
部
は
昨
年
よ
り
少
な
い
結
果
と
な
り
 

ま
し
た
が
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
は
昨
年
よ
り
約
四
〇
〇
名
の
 

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
事
前
投
句
者
の
入
賞
者
を
決
め
作
 

品
集
の
印
刷
、
賞
状
、
賞
品
等
の
準
備
を
終
え
、
大
会
の
 

開
催
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
十
月
九
日
か
ら
台
風
十
九
号
 

の
関
東
地
方
直
撃
の
可
能
性
が
高
ま
り
、
開
催
の
安
否
が
 

心
配
さ
れ
る
事
態
に
至
り
ま
し
た
。
十
月
十
日
、
能
村
会
 

長
を
は
じ
め
協
会
幹
部
の
協
議
の
結
果
、
大
会
は
中
止
と
 

決
定
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。
予
め
千
葉
県
に
提
出
し
て
 

あ
っ
た
緊
急
連
絡
体
制
に
基
づ
い
て
中
止
の
連
絡
を
千
葉
 

県
、
千
葉
市
、
各
後
援
団
体
、
特
別
選
者
の
今
井
先
生
、
 

当
日
の
一
般
参
加
予
定
者
他
関
係
業
者
に
事
務
局
が
手
分
 

け
を
し
て
電
話
連
絡
を
し
、
全
て
の
関
係
者
に
連
絡
が
完
 

了
し
た
の
は
十
一
日
の
午
後
三
時
過
ぎ
で
し
た
。
中
止
に
 

伴
う
諸
手
続
き
を
諸
官
庁
各
後
援
団
体
に
提
出
、
表
彰
式
 

が
中
止
に
な
っ
た
の
で
入
賞
者
に
は
賞
状
、
賞
品
等
を
郵
 

送
等
忙
し
い
日
々
で
し
た
。
 

今
後
の
大
会
も
十
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
が
近
年
の
 

異
常
気
象
を
体
験
す
る
と
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
祈
る
ば
か
 

り
で
す
。
 

大
会
事
務
局
長
 

平
岡
 
育
也
 

※
大
会
は
中
止
の
た
め
応
募
作
品
の
み
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
 

【
一
般
の
部
】
雑
詠
入
賞
者
 

千
葉
県
知
事
賞
 

富
津
 

舟
小
屋
に
ペ
ン
キ
の
匂
い
夏
来
る
 

千
葉
県
議
会
議
長
賞
 

千
葉
 

負
け
ん
気
が
先
頭
に
立
つ
捕
虫
網
 

千
葉
県
教
育
長
賞
 

松
戸
 

虹
二
重
地
球
儀
に
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な
か
り
け
り
 

千
葉
県
俳
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作
家
協
会
長
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我
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も
う
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千
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の
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流
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す
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と
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面
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に
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々
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取
 

詩
の
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ら
拾
ふ
砂
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晩
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光
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志
野
 

つ
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く
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め
地
図
山
折
り
に
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折
り
に
 

長
漬
 
聴
子
 

秋
本
 
紀
子
 

西
野
 

桂
子
 

原
 

瞳
子
 

北
村
 

操
 

塩
野
谷
 
仁
 

多
胡
た
か
し
 

谷
本
 
元
子
 

中
村
 
世
都
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君
津
 

漂
着
の
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よ
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ふ
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田
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の
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川
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イ
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の
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の
秋
 

々
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戸
 

舷
の
光
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ひ
た
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た
と
送
り
盆
 

々
 

龍
ケ
崎
 

轟
々
と
滝
荘
々
と
滝
け
む
り
 

々
 

柏
 

夏
来
る
校
長
室
に
優
勝
旗
 

々
 

君
津
 

解
く
帯
の
ね
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み
鳴
き
す
る
花
月
夜
 

々
 

松一P 

席
に
置
く
ハ
ン
カ
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フ
の
飾
り
文
字
 

々
 

銚
子
 

泊
船
の
水
吐
い
て
る
る
日
の
盛
り
 

々
 

袖
ケ
浦
 

ま
だ
何
も
決
ま
ら
ぬ
老
後
心
太
 

々
 

富
津
 

扇
額
を
若
葉
明
り
に
拝
し
け
り
 

々
 

富
津
 

思
ひ
出
に
つ
ま
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き
乍
ら
土
用
干
 

石
井
紀
美
子
 

秋
尾
 

敏
 

横
尾
か
ん
な
 

松
山
サ
ト
子
 

三
枝
か
ず
を
 

す
ず
き
巴
里
 

滝
口
 

滋
子
 

鈴
木
 
豊
子
 

小
津
 

冗
 

佐
久
間
敏
高
 

茶
谷
 
静
子
 

高
橋
富
久
江
 

林
 

ゆ
み
 

松
井
志
津
子
 

重
田
 
忠
雄
 

三
枝
ふ
み
代
 

平
野
ふ
き
子
 

佳

作

賞

 

村
田
 
満
枝
 

袴
田
 
菊
子
 

金
津
 
恵
子
 

関
戸
 
信
治
 

郡
 

香
織
 

馬
場
 
道
子
 

藤
岡
 
貞
夫
 

後
藤
 
輪
子
 

飯
嶋
 
政
江
 

黒
深
 
雅
代
 

吉
田
恵
美
子
 

玉
山
 

政
美
 

田
所
 
節
子
 

安
念
 
俊
彦
 

河
口
 

俊
江
 

真
下
 
静
治
 

原
田
 
達
夫
 

平
岡
 
育
也
 

（
応
募
数
五
六
九
組
 

一
一
三
八
句
）
 

で
ン
ュ
ニ
ア
の
部
】
入
賞
者
 

（
小
学
生
の
部
）
 

千
葉
県
教
育
長
賞
 

祇
園
小
二
年
 
か
と
”
つ
い
ろ
は
 

木
は
み
ど
り
リ
ス
の
し
っ
ぽ
は
た
の
し
そ
う
 

千
葉
市
教
育
長
賞
 
ち
は
ら
台
桜
小
六
年
 
松
田
安
由
里
 

ブ
ラ
ン
コ
で
飛
べ
た
ら
い
い
な
夏
空
へ
 

千
葉
県
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
長
賞
 

布
佐
南
小
四
年
 

榎
本
 
彩）化 

鼻
歌
の
音
色
を
変
え
る
扇
風
機
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
 
新
木
小
二
年
 
い
わ
お
か
り
ん
ぺ
い
 

ぶ
ら
ん
こ
で
に
ゅ
う
ど
う
ぐ
も
ま
で
い
っ
か
い
て
ん
 

千
葉
県
俳
句
大
会
委
員
長
賞
 
新
木
小
五
年
 
橋
口
 

千
愛
 

夏
休
み
ね
て
い
る
よ
う
な
ノ
ー
ト
た
ち
 

優

秀

賞

 

ち
は
ら
台
桜
小
三
年
 
荒
井
 
理
央
 

ひ
ま
わ
り
は
土
か
ら
生
え
た
太
よ
う
だ
 

々
 

南
清
小
三
年
 
加
藤
 
混
琉
 

カ
イ
コ
さ
ん
電
車
み
た
い
な
体
だ
ね
 

々
 

々
 

菅
沼
 
叶
望
 

あ
め
ん
ぼ
の
か
げ
が
お
花
に
見
え
ま
し
た
 

々
 

々
 

高
橋
 
心
花
 

夏
の
空
く
じ
ら
の
形
の
白
い
雲
 

々
 

々
 

勝
呂
 
友
哉
 

草
を
と
る
教
頭
先
生
一
人
だ
な
 

々
 

祇
園
小
六
年
 
滝
口
 

悠
真
 

そ
ら
豆
を
む
い
た
手
青
き
に
お
い
す
る
 

々
 

新
木
小
三
年
 
染
谷
 
琴
美
 

大
花
火
音
お
お
き
く
て
む
ね
が
ド
ン
 

々
 

々
 

長
谷
川
未
紘
 

・
ブ
ラ
ン
コ
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
よ
校
庭
で
 

々
 

新
木
小
六
年
 
武
田
 
龍
平
 

シ
ャ
ボ
ン
玉
ぼ
く
の
笑
顔
が
う
つ
っ
て
る
 

（
中
学
生
の
部
）
 

千
葉
県
教
育
長
賞
 

久
寺
家
中
三
年
 

蜘
蝶
の
糸
雨
の
雫
を
捕
ま
え
る
 

千
葉
市
教
育
長
賞
 

々
 

蚊
を
打
っ
て
部
屋
に
静
け
さ
も
ど
り
け
る
 

千
葉
県
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
長
賞
 
久
寺
家
中
二
年
 

夏
が
来
た
火
の
鳥
空
に
舞
い
あ
が
る
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
 
久
寺
家
中
三
年
 

ふ
る
さ
と
の
蛍
飛
び
交
う
水
辺
か
な
 

千
葉
県
俳
句
大
会
委
員
長
賞
 
久
寺
家
中
二
年
 

夏
休
み
あ
の
子
の
恋
を
つ
か
み
と
る
 

優

秀

賞

 

久
寺
家
中
二
年
 

風
鈴
が
伝
え
る
風
の
た
よ
り
か
な
 

々
 

々
 

丸
腰
で
タ
立
受
け
る
帰
り
道
 

々
 

久
寺
家
中
三
年
 

自
販
機
に
い
つ
も
売
り
切
れ
ソ
ー
ダ
水
 

々
 

々
 

静
か
な
る
せ
ん
こ
う
花
火
の
消
え
た
後
 

々
 

々
 

受
験
生
机
と
格
闘
明
易
し
 

々
 

岩
名
中
一
年
 

木
漏
れ
日
は
神
様
か
ら
の
贈
り
物
 

々
 

周
西
南
中
三
年
 

部
長
ゆ
え
悔
し
い
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
 

小
野
 

湧
翻
 

須
藤
 

翼
 

野
口
 

涼
司
 

荒
谷
 
海
晴
 

鈴
木
 
拳
心
 

丹
野
真
依
子
 

出
口
 

翻
大
 

中
西
 
俊
介
 

阿
部
 
浩
大
 

日
野
 

晴
貴
 

渡
辺
 

千
代
 

小
川
 

美
桜
 

（
応
募
数
一
人
一
句
・
一
二
〇
〇
句
）
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九
月
十
九
日
（
木
）
、
朝
か
ら
の
快
晴
で
「
秋
暑
し
」
 

の
気
候
。
九
月
初
旬
に
千
葉
県
房
総
を
中
心
に
、
台
風
が
 

直
撃
、
停
電
に
よ
る
被
害
が
、
各
地
を
襲
っ
た
直
後
の
吟
 

行
と
な
っ
た
。
 

当
日
、
朝
九
時
四
十
分
に
、
浦
安
駅
前
に
集
合
し
、
浦
 

安
ガ
イ
ド
「
ぶ
ら
り
浦
安
」
の
方
の
案
内
で
、
か
つ
て
は
 

漁
業
の
町
で
あ
っ
た
旧
江
戸
川
に
入
る
境
川
周
辺
を
、
散
 

策
し
、
猫
実
町
に
あ
る
浦
安
中
央
公
民
館
の
句
会
場
に
向
 

か
っ
た
。
 

浦
安
は
、
帆
を
立
て
て
汐
入
川
か
ら
、
海
へ
漕
ぎ
だ
す
 

「
べ
か
」
舟
の
話
は
、
山
本
周
五
郎
の
「
青
べ
か
物
語
」
 

で
、
世
の
中
の
衆
目
を
集
め
た
が
、
漁
業
の
町
か
ら
、
東
 

京
の
市
街
地
と
し
て
の
急
速
な
発
展
で
、
昭
和
四
十
年
に
 

海
の
埋
め
立
て
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
浦
安
市
の
面
積
 

は
四
倍
に
増
え
た
と
い
わ
れ
る
。
 

吟
行
地
と
し
て
、
清
瀧
神
社
、
堀
江
水
準
標
石
、
豊
受
 

神
社
と
大
銀
杏
、
稲
荷
神
社
の
大
鯨
の
碑
、
猫
実
の
弁
天
 

さ
ま
、
庚
申
塔
な
ど
、
句
材
に
事
欠
か
な
い
。
 

近
く
に
郷
土
博
物
館
も
あ
り
、
漁
師
町
の
面
影
を
訪
ね
 

て
、
民
家
や
銭
湯
や
蕎
麦
屋
な
ど
の
建
屋
を
見
る
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

句
会
は
、
十
一
時
三
十
分
か
ら
受
付
開
始
、
出
旬
の
締
 

切
り
（
二
句
）
は
、
十
二
時
三
十
分
。
参
加
者
は
、
台
風
 

浦
安
界
隈
 

の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
当
初
予
定
よ
り
十
余
名
ほ
ど
少
な
 

い
七
十
七
名
。
 

十
三
時
開
会
。
吟
行
担
当
の
北
川
理
事
の
司
会
で
始
ま
っ
 

た
。
増
成
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、
能
村
会
長
の
挨
 

拶
で
は
、
直
近
の
台
風
の
こ
と
の
他
、
東
京
に
隣
接
す
る
 

浦
安
の
歴
史
に
も
触
れ
ら
れ
、
ま
た
秋
の
千
葉
県
俳
句
大
 

会
へ
の
参
加
要
請
等
々
に
も
触
れ
ら
れ
た
。
 

続
い
て
旬
稿
が
配
ら
れ
、
投
句
数
一
五
四
句
の
中
か
ら
、
 

一
般
参
加
者
三
旬
選
、
役
員
・
理
事
五
句
選
で
選
句
を
実
 

施
。
小
休
憩
の
後
、
十
四
時
十
分
か
ら
飯
田
晴
、
望
月
百
 

代
、
加
藤
峰
子
の
三
人
の
理
事
に
よ
る
披
講
。
 

休
憩
後
、
能
村
会
長
、
三
枝
、
増
成
両
副
会
長
、
秋
尾
 

理
事
長
の
講
評
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
選
句
と
注
目
句
に
対
す
 

浦安駅前に集合の皆さん 

し
 

吟行地 清瀧神社境内 

る
選
評
に
聞
き
い
っ
た
。
ま
た
役
員
の
特
選
句
の
方
々
に
 

は
、
短
冊
が
贈
呈
さ
れ
た
。
 

十
四
時
五
十
分
、
川
合
副
理
事
長
に
よ
る
成
績
発
表
。
 

会
長
よ
り
、
 

一
位
か
ら
二
十
位
の
作
品
に
賞
品
が
授
与
さ
 

れ
た
。
 

十
六
時
、
開
会
の
後
、
参
加
者
全
員
の
記
念
撮
影
。
 

撮
影
後
は
会
場
の
整
理
整
頓
を
し
て
、
十
六
時
十
五
分
 

終
了
し
た
。
参
加
者
は
名
残
惜
し
く
、
歓
談
の
中
で
、
再
 

開
を
約
し
、
三
々
五
々
、
浦
安
駅
へ
向
か
っ
た
。
駅
前
で
 

の
懇
親
会
の
参
加
者
は
二
十
五
名
で
、
盛
会
で
し
た
。
 

今
回
の
吟
行
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
望
月
百
代
理
事
 

主
宰
の
結
社
「
夏
日
」
（
松
戸
市
）
の
会
員
の
方
々
に
、
 

事
前
準
備
か
ら
、
当
日
の
運
営
全
般
に
つ
い
て
の
支
援
を
 

い
た
だ
い
た
。
多
謝
。
 

（
北
川
昭
久
記
）
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秋
季
吟
行
会
作
品
集
 

特
選
句
 

能
村
研
三
会
長
特
選
 

鰯
雲
ゆ
る
り
青
べ
か
物
語
 

三
枝
か
ず
を
副
会
長
特
選
 

朝
顔
や
灰
と
潮
の
香
町
川
に
 

増
成
栗
人
副
会
長
特
選
 

色
な
き
風
べ
か
の
名
残
の
湯
屋
二
軒
 

秋
尾
 

敏
理
事
長
特
選
 

空
き
缶
を
蹴
っ
た
つ
ぶ
し
た
鱈
飛
ん
だ
 

川
合
憲
子
副
理
事
長
特
選
 

海
よ
り
も
川
の
親
し
く
九
月
か
な
 

加
藤
峰
子
事
務
局
長
特
選
 

瀬
祭
忌
の
ぞ
き
穴
か
ら
声
が
す
る
 

司
会
の
北
川
理
事
 

．
型
叫
内
曇
『
土
さ
叫
ロ
・
 

，
七
ト
‘
】
【
「
‘
口
・
●
 

一 

「一 

L

・
・
・
 

，
言
 
”
コ
・
 

・
韮
維
ユ
で
j
・ニ
 

一

 

」」』一 

！
・
？
”
「
 

大
網
 

健
治
 

太
田
 
住
子
 

能
村
 

研
三
 

細
野
 

一
敏
 

丸
深
 

孝
子
 

野
口
 

京
子
 

俳
句
会
一
位
の
野
口
京
子
氏
 

増
成
副
会
長
の
特
選
賞
は
 

能
村
会
長
へ
 

能
村
会
長
よ
り
 

特
選
賞
を
受
け
る
大
網
健
治
氏
 

入
賞
者
と
代
表
作
品
（
〇
内
は
順
位
）
 

①
瀬
祭
忌
の
ぞ
き
穴
か
ら
声
が
す
る
 

②
色
な
き
風
べ
か
の
名
残
の
湯
屋
二
軒
 

③
秋
日
濃
し
船
屋
・
渡
し
場
・
佃
煮
屋
 

④
佃
煮
の
炊
け
る
匂
も
子
規
忌
か
な
 

⑤
爽
や
か
や
露
地
の
貝
殻
踏
め
ば
鳴
る
 

⑥
新
涼
や
舟
の
分
け
ゆ
く
県
境
 

⑦
大
店
の
古
り
し
太
梁
ち
ち
ろ
鳴
く
 

⑧
海
よ
り
も
川
の
親
し
く
九
月
か
な
 

⑨
川
筋
に
神
仏
多
し
昼
ち
ち
ろ
 

⑩
佃
煮
は
直
火
江
戸
前
秋
澄
め
り
 

⑩
べ
か
舟
の
通
ひ
し
川
を
裟
の
ぼ
る
 

野
口
 

京
子
 

能
村
 

研
三
 

谷
本
 
元
子
 

佐
藤
 
英一一 

楠
原
 
幹
子
 

佐
藤
 
弘
子
 

中
西
 
恒
弘
 

丸
津
 
孝
子
 

高
橋
 
健
文
 

木
之
下
み
ゆ
き
 

三
枝
か
ず
を
 

し
 

し
 

会 場 風 景 
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⑩
鯛
踏
ん
で
六
人
河
岸
の
秋
 

⑩
昼
の
虫
す
だ
く
旧
家
の
屋
敷
神
 

⑩
お
と
が
ひ
に
ひ
び
く
船
音
秋
寂
び
ぬ
 

⑤
秋
風
を
入
れ
て
旧
家
の
釘
隠
し
 

⑩
秋
暑
し
臆
病
窓
に
二
つ
の
眼
 

⑩
繋
が
れ
し
小
舟
色
な
き
風
に
揺
る
 

⑩
埋
も
れ
た
る
水
位
標
石
秋
閑
く
る
 

⑩
東
洋
の
ベ
ニ
ス
の
秋
思
周
五
郎
 

⑩
鰯
雲
ゆ
る
り
青
べ
か
物
語
 

増
成
 
栗
人
 

小
川
 

流
子
 

飯
田
 

晴
 

名
取
美
枝
子
 

塩
野
谷
慎
吾
 

望
月
 
晴
美
 

藤
岡
 
貞
夫
 

豊
島
 
京
子
 

大
網
 
健
治
 

参
加
者
一
覧
（
除
く
入
賞
者
、
五
十
五
名
）
 

久
礼
 
隆
志
 
石
橋
み
ち
こ
 
森
田
 
京
子
 

田
所
 
節
子
 

松
尾
 

涼
 
倉
田
千
津
江
 
大
沢
美
智
子
 
井
上
け
い
子
 

島
田
富
美
子
 
上
田
 
玲
子
 
鳥
飼
 
成
雄
 
築
 

幸
枝
 

大
薗
 
智
子
 
茶
谷
 
静
子
 
岩
下
三
香
子
 
伊
藤
 
早
苗
 

伊
藤
多
津
子
 
佐
々
木
よ
し
子
 

野
口
 

和
子
 
小
川
 
岱
三
 

岡
崎
 
友
子
 
北
川
 

昭
久
 

小
野
 
正
之
 
寺
田
 
勝
子
 

山
崎
 
公
子
 
岸
田
 
勇
二
 

森
田
 
尚
宏
 
藤
野
 
武
彦
 

鎌
田
 
光
恵
 
宮
崎
 
高
根
 
大
久
保
文
夫
 
都
丸
れ
い
子
 

稲
多
た
え
子
 
高
橋
 
道
子
 
白
鳥
紅
星
子
 
内
山
 
花
葉
 

望
月
 
百
代
 
鈴
木
 
る
る
 

河
野
 
悦
子
 
下
村
た
つ
倉
 

倉
岡
 
け
い
 

石
井
紀
美
子
 
栗
原
 
公
子
 
野
村
 
敏
子
 

前
北
か
お
る
 
山
下
 
智
子
 
川
合
 
憲
子
 
秋
尾
 

敏
 

阿
部
理
恵
子
 
龍
花
と
も
子
 
米
倉
 
典
子
 
平
岡
 
育
也
 

西
村
 
英
雄
 
渡
辺
 
紀
子
 
加
藤
 
峰
子
 

（
北
川
昭
久
記
・
写
真
小
野
正
之
、
編
集
部
）
 

参加者全員で記念写真 （撮影・秋尾理事長） 

し
 叫

 

広
く
会
員
並
び
に
俳
句
愛
好
の
皆
様
の
交
流
の
 

叫
 
場
と
す
べ
く
「
新
春
交
流
会
」
を
左
記
の
通
り
開
 

《
 
催
し
ま
す
。
当
日
は
第
五
回
俳
句
大
賞
の
贈
賞
式
 

一

 

会
 
場
 
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
 

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
8
1
5
 

m
o
4
3
1
2
4
7
1
7
2
1
1
 

一
、
新
春
交
流
俳
句
会
 

午
後
1
時
5

一 

1
又
 

n
マ 

ー
ー
n
J

、」「『」り1
又
り
ノ
 

新
春
交
流
会
の
ご
案
内
 

広
く
会
員
並
び
に
俳
句
愛
好
の
皆
様
の
交
流
の
 

場
と
す
べ
く
「
新
春
交
流
会
」
を
左
記
の
通
り
開
 

催
し
ま
す
。
当
日
は
第
五
回
俳
句
大
賞
の
贈
賞
式
 

一
 
一
 

も
行
い
ま
す
の
で
皆
様
お
誘
い
の
上
、
ご
参
加
く
 

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
 

日
 
時
 
令
和
2
年
2

月11

日
（
火
・
祝
）
 

受
付
1
2
時30
分
、
2
階
ル
ビ
ー
 

会
 
場
 
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
 

一
 
一
 
,
 
一
 
,
 
一
 

投
 
句
 

一
一
句
（
事
前
投
句
）
 

投
句
料
 

一
、
〇
〇
〇
円
 

ニ
、
第
五
回
俳
句
大
賞
贈
賞
式
 
午
後
3
時
、
（
2
階
ル
ビ
ー
）
 

三
、
新
春
交
流
祝
賀
会
 

午
後
4
時
、
（
2
階
パ
ー
ル
）
 

一
喫
壌
諸
ム
戸
」
り
ル
又
牙
後
1
時5

(
2

階ルビー）一 

祝
賀
会
費
 
六
、
〇
〇
〇
円
 

申
込
み
締
切
り
 
令
和
元
年
1
2
月28

日
（
土
）
 

申
込
み
方
法
 
所
定
の
用
紙
に
、
俳
句
二
句
と
指
 

定
事
項
を
全
て
記
載
の
上
、
 
一
の
参
加
者
は
投
句
 

二
句
と
千
円
、
 

一
・
三
の
参
加
者
は
投
句
二
句
と
 

七
千
円
を
同
封
し
て
左
記
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
 

（
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
小
為
替
で
送
付
。
会
費
の
 

返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
）
 

註
・
欠
席
者
へ
の
賞
品
は
送
付
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

申
込
先
 

（
代
理
受
賞
は
可
）
 

一
 
一
 
一
 

か
 

叫
 
〒
2
7
8
1
0
0
3
7
 

叫 

？
 

野
田
市
野
田
8
1
 

倉
岡
け
い
方
 

同 

？
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
新
春
交
流
会
係
 

》
・
 

） 

韮
毛
郵
叫
n
v
4
1
7
1
2
4
1
2
1

つU

(
n

） 

〕 

い
 
問
合
せ
先
 
新
春
交
流
会
担
当
 
藤
岡
貞
夫
 

』 

い
 

正
毛
郵
ル
n
)
4
1

[

'

1

7

2

1

(b

(
b
4

(kU 

り
 

‘
ぜ
ン
●
ど
げ
・
‘
（
十
b
J
r
y
r
ぎ‘b
'‘』J
一
‘
）
●
I
r
●
，
？
と
●
●
一
」
●
r
y
‘・・JrJ
●
‘
'
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千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス
 

市
原
市
春
季
俳
句
大
会
 

四
月
二
十
日
の
一
日
を
、
 

一
一
三
名
の
俳
句
好
き
が
集
 

い
五
井
会
館
に
於
い
て
「
鰍
襲
」
「
磯
遊
び
」
 

題
に
春
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。
 

結
果
は
左
記
の
通
り
。
 

兼
題
部
 

市
原
市
長
賞
 

な
ど
の
季
 

真
砂
女
忌
の
空
を
映
し
て
忘
れ
潮
 

内
田
 

聴
子
 

市
原
市
俳
句
協
会
賞
 

朝
市
や
小
さ
く
座
し
て
規
売
 

稲
深
 

雷
峯
 

市
原
市
議
会
議
長
賞
 

春
眠
の
耳
よ
り
覚
む
る
坊
泊
り
 

席
題
の
部
 

市
原
市
長
賞
 

魚
井
満
里
子
 

廃
校
に
残
る
校
歌
碑
百
千
鳥
 

加
藤
 
法
子
 

市
原
市
俳
句
協
会
賞
 

貴
公
子
の
や
う
な
灯
台
磯
遊
び
 

松
本
 

正
子
 

市
原
市
議
会
議
長
賞
 

百
千
鳥
十
七
歳
の
墓
標
か
な
 

伯
ケ
部
喜
久
男
 

主
選
者
（
太
田
寛
郎
氏
）
の
特
選
句
 

貴
公
子
の
や
う
な
灯
台
磯
遊
び
 

松
本
 
正
子
 

真
砂
女
忌
の
空
を
映
し
て
忘
れ
潮
 

内
田
 
聴
子
 

耳
の
な
き
五
百
羅
漢
や
百
千
鳥
 

山
田
香
津
子
 

（
西
津
照
雄
報
）
 

し
 

「
海
の
幸
」
等
布
良
浜
を
愛
し
た
画
家
に
 

会
報
「
か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
六
〇
〇
号
発
行
 

思
い
を
い
た
す
吟
行
会
 

時
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
九
日
 

場
所
 
旧
冨
崎
小
学
校
 

主
催
 
館
山
市
俳
句
連
盟
 

当
協
会
員
の
作
品
を
紹
介
。
 

鉄
棒
の
錆
び
て
夏
草
生
ふ
る
庭
 

安
房
節
の
歌
碑
の
字
白
し
青
葉
潮
 

延
縄
漁
を
唄
ふ
安
房
節
菜
種
潮
 

廃
校
の
榔
子
一
本
に
初
夏
の
風
 

若
葉
風
「
繁
」
の
布
良
の
白
鳥
居
 

（
館
山
市
俳
句
連
盟
 

伊
藤
よ
し
江
 

古
居
 
芳
恵
 

石
崎
 
和
夫
 

庄
司
 
風
樹
 

小
形
 
博
子
 

庄
司
風
樹
記
）
 

館
山
市
俳
句
連
盟
吟
行
句
会
 

時
 

令
和
元
年
五
月
十
八
日
 

場
所
 
館
山
市
菜
の
花
ホ
ー
ル
 

上
位
入
賞
作
品
 

①
一
湾
は
風
の
遊
び
場
卯
波
立
つ
 

②
裸
婦
像
の
乳
房
上
向
き
夏
来
る
 

③
公
園
の
少
女
羽
ば
た
く
新
樹
光
 

④
ソ
ー
ダ
水
記
憶
の
中
の
映
画
館
 

⑤
雲
の
峰
向
き
み
な
同
じ
停
泊
船
 

⑥
時
計
塔
風
は
み
ど
り
を
織
り
込
み
て
 

⑦
初
夏
の
海
沖
よ
り
波
の
眠
く
な
る
 

⑧
ぐ
ん
と
伸
ぶ
大
桟
橋
や
聖
五
月
 

⑨
五
月
晴
れ
空
に
向
つ
て
児
等
の
声
 

⑩
浜
昼
顔
砂
を
枕
に
咲
い
て
を
り
 

（
館
山
市
俳
句
連
盟
 

庄
司
 
泰
雄
 

櫛
引
 
秋
江
 

平
嶋
 
共
代
 

古
居
 
芳
恵
 

田
崎
 

泰
子
 

鈴
木
 
滋
子
 

鈴
木
 
文
子
 

伊
藤
よ
し
江
 

高
梨
 
光
素
 

関
本
か
を
る
 

庄
司
風
樹
記
）
 

し
 

三
枝
か
ず
を
主
宰
「
か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
会
報
が
 

五
月
発
行
を
以
て
六
〇
〇
号
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
 

て
五
月
一
日
、
記
念
句
会
・
祝
賀
会
を
開
催
。
慶
祝
。
 

主
賓
に
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
主
宰
稲
畑
鷹
太
郎
氏
を
お
迎
 

え
し
、
二
十
七
名
の
参
加
者
を
得
て
盛
会
裡
で
あ
っ
た
。
 

当
日
の
模
様
を
伝
え
る
写
真
が
随
所
に
配
さ
れ
た
充
実
集
。
 

当
協
会
員
の
作
品
を
紹
介
。
 

夏
近
き
令
和
の
海
の
光
か
な
 

三
枝
か
ず
を
 

四
阿
に
恋
の
終
り
し
猫
ニ
匹
 

増
田
 
善
昭
 

（
「
か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
六
〇
〇
号
よ
り
）
 

第
五
十
七
回
柏
市
民
俳
句
大
会
 

柏
市
俳
句
連
盟
主
催
の
第
五
十
七
回
市
民
俳
句
大
会
は
、
 

八
月
二
十
九
日
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
に
お
い
て
、
 

一
三
二
名
の
参
 

加
を
得
て
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
た
。
 

上
位
入
賞
者
及
び
代
表
句
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

招
待
選
者
・
会
長
・
顧
問
選
・
天
賞
作
品
（
選
者
敬
称
略
）
 

実
籾
 

繁
選
 

電
車
の
来
灼
け
し
鉄
路
に
殺
気
か
な
 

村
井
 
松
漂
 

秋
尾
 

敏
選
 

戦
争
を
知
ら
ぬ
廊
下
や
風
涼
し
 

茶
谷
 
静
子
 

鳴
戸
 
奈
菜
選
 

孤
独
と
も
ち
が
ふ
淋
し
さ
秋
の
風
 

名
取
美
枝
子
 

北
川
 

昭
久
選
 

魂
棚
や
家
族
は
形
変
へ
な
が
ら
 

藤
岡
 
貞
夫
選
 

倉
津
 
瑛
子
 

万
葉
の
風
を
纏
い
て
大
花
野
 

五
十
嵐
教
子
 

松
田
 
雄
姿
選
 

延
命
を
拒
否
し
て
逝
け
り
流
れ
星
 

石
田
き
よ
し
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入
賞
者
（
互
選
三
句
合
点
）
代
表
句
 

市
長
賞
 

正
装
の
遺
影
は
知
ら
ず
敗
戦
日
 

議
長
賞
 

ど
の
絵
に
も
お
日
さ
ま
の
あ
り
夏
休
み
 

教
育
長
賞
 

炎
天
を
は
ね
返
し
た
る
捨
て
鏡
 

会
長
賞
 

独
り
居
の
自
由
不
自
由
あ
め
ん
ぼ
う
 

⑤
墓
参
り
父
母
と
語
る
に
声
い
ら
ず
 

⑥
向
日
葵
の
百
万
本
の
乱
反
射
 

⑦
戦
争
を
知
ら
ぬ
廊
下
や
風
涼
し
 

⑧
人
間
に
型
な
ど
あ
ら
ず
星
月
夜
 

⑨
能
面
の
う
す
き
唇
秋
の
風
 

⑩
延
命
を
拒
否
し
て
逝
け
り
流
れ
星
 

、、ーノ 

本
城
 
宏
基
 

吉
田
 
叔
子
 

山
中
と
み
子
 

名
取
美
枝
子
 

佐
藤
知
嘉
子
 

田
辺
ゆ
か
り
 

茶
谷
 
静
子
 

椎
名
 
鳳
人
 

石
山
 

幸
月
 

石
田
き
よ
し
 

（
柏
俳
句
連
盟
 

鈴
木
一
三
記
）
 

「
い
に
は
」
創
刊
十
五
周
年
記
念
号
発
行
 

村
上
喜
代
子
主
宰
「
い
に
は
」
は
本
年
十
五
周
年
を
迎
 

え
、
九
月
発
行
の
一
三
二
号
を
記
念
号
と
し
て
発
行
し
た
。
 

祝
辞
（
能
村
研
三
氏
）
、
諸
家
玉
稿
（
橋
本
策
治
氏
他
 

八
名
）
、
村
上
喜
代
子
句
集
評
（
堀
切
克
洋
氏
）
、
十
五
周
 

年
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
他
充
実
し
た
企
画
構
成
で
ニ
〇
六
頁
 

の
大
冊
と
な
っ
た
。
慶
祝
。
 

創
刊
と
重
ね
し
齢
青
嵐
 

村
上
喜
代
子
 

記
念
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
発
表
 

・
俳
句
の
部
 

最
優
秀
賞
 

宝
船
 

滝
口
 

滋
子
 

宝
船
臓
器
足
ら
ざ
る
身
と
な
り
て
 

滋
 
子
 

一
一
席
 

ビ
ー
玉
の
影
 

梅
津
 
紀
子
 

春
の
風
邪
電
話
七
回
鳴
り
て
止
む
 

紀
 
子
 

三

席

 

ふ
は
ふ
は
と
 

伊
藤
 
泰
子
 

立
春
の
左
半
身
ふ
は
ふ
は
と
 

泰
 
子
 

・
評
論
の
部
 

最
優
秀
賞
 

村
上
喜
代
子
小
論
ー
桜
に
よ
る
一
考
察
ー
 
滝
口
 

滋
子
 

一
一
席
 

「
切
字
」
「
切
れ
」
考
 

銀
 

晃
正
 

三

席

 

俳
句
の
「
物
語
性
」
 

藤
枝
 
昌
文
 

＊
な
お
、
十
月
一
日
に
記
念
式
典
・
祝
賀
会
、
二
日
に
吟
 

行
会
が
開
催
さ
れ
る
。
 

（
「
い
に
は
」
九
月
号
よ
り
）
 

木
更
津
市
文
化
祭
第
四
十
三
回
市
民
俳
句
大
会
 

日
時
 

令
和
元
年
九
月
一
日
（
日
）
一
時
、
 

会
場
 
木
更
津
市
ア
ク
ア
B
館
三
階
大
ホ
ー
ル
 

主
催
 
木
更
津
市
文
化
協
会
 
参
加
者
三
十
九
名
 

入
賞
句
（
三
句
合
点
）
代
表
句
 

①
裏
道
と
い
ふ
や
さ
し
さ
や
草
の
花
 

川
合
 
憲
子
 

②
バ
ス
待
つ
間
さ
り
げ
な
く
寄
る
秋
日
傘
 
山
岡
 
久
子
 

③
母
の
背
を
流
し
た
や
う
に
墓
洗
ふ
 

坂
井
芙
美
子
 

④
か
た
ち
ば
か
り
の
老
の
体
操
小
鳥
く
る
 
馬
測
 
津
枝
 

⑤
秋
風
や
聞
こ
え
ぬ
時
は
微
笑
ん
で
 

時
田
 
孝
子
 

⑥
大
空
の
隅
ま
で
晴
れ
て
勲
を
釣
る
 

鈴
木
 
秀
朗
 

⑦
長
き
夜
の
展
げ
し
ま
ま
の
旅
マ
ッ
プ
 

坂
本
千
恵
子
 

⑧
赤
と
ん
ぼ
み
ん
な
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
 
広
上
 

あ
い
 

⑨
と
ろ
ろ
飯
な
ん
だ
か
ん
だ
と
平
ら
げ
る
 
加
藤
 
法
子
 

⑩
酉
国
の
ど
の
道
行
く
も
秋
の
蝉
 

中
村
 

瞳
 

（
川
合
憲
子
記
）
 

しノ 

議
一
「
出
前
授
業
」
と
子
供
た
ち
 

露
頻
 

中

村

世

都

 

夏
休
み
前
の
七
月
、
市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

の
要
請
で
今
年
も
市
川
市
の
小
学
校
五
校
の
「
俳
句
 

出
前
授
業
を
務
め
て
き
た
。
 

一
学
期
に
俳
句
を
学
ん
 

だ
三
年
生
を
対
象
に
、
先
ず
全
ク
ラ
ス
に
講
堂
へ
集
 

ま
っ
て
も
ら
い
、
俳
句
の
基
本
と
歴
史
な
ど
を
簡
略
 

に
話
し
、
そ
の
後
各
ク
ラ
ス
に
別
れ
て
実
作
を
す
る
。
 

前
以
て
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
季
語
用
紙
が
配
ら
れ
て
い
 

る
の
で
、
好
き
な
季
語
を
選
ん
で
作
る
の
だ
が
、
次
々
 

に
作
句
し
て
は
見
せ
に
く
る
子
や
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
 

て
一
向
に
進
ま
な
い
子
の
各
々
が
個
性
。
し
ば
し
ば
 

指
摘
す
る
の
が
、
季
語
に
な
お
「
夏
」
や
「
夏
休
み
」
 

を
付
け
て
「
夏
の
兜
虫
」
「
夏
休
み
に
プ
ー
ル
」
と
 

し
た
り
、
「
か
き
氷
は
冷
た
い
」
「
花
火
が
き
れ
い
」
 

「
扇
風
機
で
涼
し
い
」
な
ど
当
然
の
こ
と
を
述
べ
て
 

い
る
句
。
だ
が
何
回
か
作
り
直
し
て
、
季
重
な
り
や
 

省
略
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
子
供
な
ら
で
は
の
感
性
 

で
発
想
を
広
げ
た
り
、
発
見
が
あ
っ
た
り
、
擬
人
化
 

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
句
に
し
た
り
と
、
三
年
生
の
今
で
 

な
け
れ
ば
作
れ
な
い
一
句
に
な
る
。
出
来
た
句
に
丸
 

や
二
重
丸
を
付
け
、
多
少
の
添
削
を
し
な
が
ら
の
や
 

り
と
り
が
ま
た
楽
し
い
。
そ
の
場
面
を
再
現
し
て
嬉
 

し
か
っ
た
こ
と
や
悔
し
か
っ
た
こ
と
を
語
る
子
と
同
 

じ
目
線
に
居
る
仕
合
せ
の
ひ
と
と
き
だ
。
 

の
り
の
り
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
二
時
限
目
は
残
り
 

僅
か
全
員
に
、
 

一
句
ず
つ
短
冊
に
書
い
て
も
ら
い
、
 

黒
板
に
貼
っ
て
読
み
あ
げ
る
と
感
声
が
起
こ
っ
た
り
、
 

拍
手
が
あ
っ
た
り
も
す
る
。
出
前
授
業
の
一
場
面
で
 

も
印
象
に
残
り
、
自
作
の
句
を
ず
っ
と
覚
え
て
い
て
 

く
れ
た
ら
何
よ
り
だ
。
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・
ー
 
結

社

賞

 

第46
回
（
平
成
三
十
一
年
度
）
響
焔
賞
 

響
焔
賞
 
該
当
作
品
な
し
 

佳
作
一
席
 
北
島
洋
子
 

分
度
器
の
半
円
あ
と
は
お
ぼ
ろ
な
り
 

洋
 
子
 

佳
作
二
席
5

四
席
 

小
川
ト
シ
子
・
石
谷
か
ず
よ
・
戸
田
富
美
子
 

（
「
響
焔
」
五
月
号
よ
り
）
 

令
和
元
年
度
鴻
賞
・
新
人
賞
 

第
十
三
回
「
鴻
」
賞
 
佐
野
久
乃
 

伊
達
の
地
の
刈
田
の
空
の
が
ら
ん
ど
う
 

久
 
乃
 

第
十
三
回
「
鴻
」
新
人
賞
 
鈴
木
 
崇
・
相
川
 
健
 

二
軒
目
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
年
つ
ま
る
 

崇
 

俳
譜
の
道
の
ー
つ
に
蛤
の
道
 

健
 

（
「
鴻
」
五
月
・
七
月
号
よ
り
）
 

l 

県
内
俳
句
協
会
・
俳
句
連
盟
紹
介
 

君
津
市
文
化
協
会
 

文

芸

部

門

俳

句

部

会

 

君
津
市
文
化
協
会
は
昭
和
五
十
年
四
月
に
設
立
さ
れ
 

ま
し
た
。
当
協
会
は
美
術
工
芸
部
門
・
茶
華
道
部
門
・
 

文
化
財
部
門
な
ど
の
十
二
部
門
か
ら
な
り
、
各
会
員
が
 

何
れ
か
の
部
門
に
所
属
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
七
三
五
名
の
会
員
が
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の
四
 

十
二
名
が
文
芸
部
門
・
俳
句
部
会
の
会
員
で
す
。
 

当
市
に
は
「
竹
声
会
」
「
山
里
俳
句
会
」
「
八
重
原
俳
 

句
会
」
「
き
み
さ
ら
ず
俳
句
会
」
「
俳
句
サ
ー
ク
ル
」
な
 

ど
の
俳
句
会
が
有
り
ま
す
が
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
各
句
 

会
に
属
し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

平
成
三
十
一
年
度
瀬
祭
賞
・
新
人
賞
 

瀬
祭
賞
 
大
塚
喜
子
 

寒
修
行
肌
色
に
な
る
白
装
束
 

秀
 
逸
 
藤
原
照
子
・
神
野
祐
紀
雄
・
林
 

冬
霧
の
と
ば
り
上
が
る
や
瀬
戸
の
島
 

冬
蓄
微
や
日
日
に
衰
ふ
視
聴
覚
 

ペ
ガ
サ
ス
の
聖
な
る
地
へ
と
瞬
け
り
 

新
人
賞
 
中
山
幸
子
 

ひ
と
文
字
の
揮
宅
の
気
息
年
の
暮
 

秀
 
逸
 
寺
地
絹
江
・
井
伊
弘
美
 

冬
霧
や
あ
や
し
く
乏
ぶ
天
守
閣
 

新
緑
や
ト
ロ
ッ
コ
分
け
入
る
砂
防
ダ
ム
 

（
「
瀬
祭
」
 

喜
 
子
 

わ
こ
 照

 
子
 

祐
紀
雄
 

わ
 

こ
 

八 
月 

茎弘絹 幸 

旦美江 子 

第
十
七
回
（
平
成
三
十
年
度
）
「
万
象
」
新
人
賞
 

新
人
賞
 
塗
木
翠
雲
 

補
陀
落
の
沖
へ
沖
へ
と
雛
流
す
 

翠
 
雲
 

（
「
万
象
」
八
月
号
よ
り
）
 

年
一
回
、
 

一
般
の
方
に
も
呼
び
掛
け
十
一
月
に
君
津
 
一 

市
芸
術
祭
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
で
四
十
 
一 

五
回
を
迎
え
ま
す
が
、
結
社
、
流
派
を
越
え
、
日
頃
の
 
一 

研
鎖
を
当
季
雑
詠
（
秋
・
冬
）
二
句
に
寵
め
持
ち
寄
り
、
 

〉 

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
来
期
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
 

「 

な
お
、
年
二
回
発
行
の
君
津
市
文
化
協
会
文
芸
誌
 
） 

「
き
み
つ
文
芸
」
は
通
巻
一
三
八
号
と
な
り
、
俳
句
の
 
一 

欄
に
は
会
員
が
、
 

一
人
七
句
を
投
稿
し
、
各
句
会
の
持
‘
 

ち
味
や
、
個
性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
 

＼ 

ま
た
市
の
広
報
に
短
歌
・
俳
句
の
欄
を
編
ん
で
頂
き
、
 

・
一
 

募
集
作
品
の
掲
載
に
よ
り
八
名
の
入
会
者
を
得
て
い
ま
 

す
。
何
方
で
も
入
会
で
き
る
よ
う
門
を
大
き
く
開
け
て
 
【
一
 

い
ま
す
。
 

（
君
津
市
文
化
協
会
理
事
・
石
井
紀
美
子
記
）
 

一 
)
 

ー・ 

Jー
 

ーL 

rー
『
 

rー
 

一ー 

rー
 

ー
ー
 

ー
 

「
ー
・
・
1
‘

、

I
‘

・

●

‘

 
一
ー
；
 

Lー
 

《‘帯nI
●講・《d
寺
 

一
会
員
著
書
紹
介
J
 

●
自
選
句
集
『
竹
の
声
』
 

竹
声
会
 
編
 

君
津
市
在
住
の
野
口
糸
朗
主
宰
「
竹
声
会
」
の
平
成
三
 

十
年
度
の
自
選
旬
集
。
毎
年
一
回
発
行
さ
れ
て
い
る
。
 

自
選
十
句
と
、
 
「
我
が
幼
き
頃
」
の
思
い
出
を
テ
ー
マ
 

に
ミ
ニ
エ
ッ
セ
ー
を
収
録
。
二
十
一
名
が
参
加
。
九
十
九
 

歳
の
友
子
氏
が
描
く
表
紙
絵
が
優
し
く
一
誌
を
包
み
、
グ
 

ラ
ビ
ア
の
一
年
の
活
動
記
録
が
紙
面
を
飾
る
好
句
集
。
 

下
駄
履
け
ば
足
裏
に
朝
の
冷
え
清
し
 

野
口
 

糸
朗
 

ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
穴
よ
り
の
ぞ
く
春
の
空
 
野
口
 

友
子
 

（
平
成
3
1
年
3

月
発
行
・
竹
声
会
）
 

●
『
あ
び
こ
』
創
刊
五
十
周
年
記
念
句
集
 

あ
び
こ
俳
句
会
同
好
会
 
編
 

当
協
会
理
事
の
染
谷
卓
氏
が
主
宰
す
る
「
あ
び
こ
」
が
 

創
刊
五
十
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
の
刊
行
。
 

序
文
で
染
谷
氏
が
創
刊
よ
り
の
歩
み
を
執
筆
し
、
父
で
 

あ
る
果
径
前
主
宰
の
思
い
を
現
在
に
繋
ぐ
。
前
・
現
主
宰
 

の
各
五
十
句
を
始
め
会
員
六
十
八
名
の
各
二
十
句
と
随
想
、
 

写
真
等
を
編
纂
。
大
冊
二
〇
五
頁
の
内
容
の
濃
い
見
事
な
 

一
誌
で
あ
る
。
当
協
会
員
の
作
品
を
紹
介
。
 

た
ん
ぽ
ぽ
の
同
心
回
に
日
と
月
と
 

染
谷
 

卓
 

か
げ
ろ
ふ
に
棒
立
て
て
る
る
測
量
士
 

石
田
 

清
 

緑
陰
に
坐
し
て
句
稿
の
青
む
ま
で
 

梅
津
 
光
子
 

メ
モ
に
な
き
秋
刀
魚
を
二
匹
買
ひ
に
け
り
 

及
川
 

力
哉
 

水
澄
ま
し
お
の
が
水
輪
に
憩
ひ
け
り
 
川
上
 

進
也
 

飛
石
は
和
服
の
歩
幅
石
蕗
の
花
 

夏
目
 
章
生
 

寒
晴
の
音
み
な
浄
む
伽
藍
か
な
 

八
川
 

信
也
 

（
令
和
元
年
8
月
発
行
・
あ
び
こ
俳
句
同
好
会
）
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h 

●
句
集
『
遠
方
』
 

吉
岡
ニ
ニ
 
著
 

「
鴫
」
同
人
を
経
て
現
在
「
遊
牧
」
同
人
で
あ
る
著
者
 

の
第
一
句
集
。
作
品
三
七
一
句
を
収
載
。
日
洋
会
会
員
、
 

千
葉
県
美
術
会
会
員
で
画
家
と
し
て
も
ご
活
躍
。
塩
野
谷
 

仁
代
表
が
、
感
覚
の
冴
え
や
発
想
の
意
外
性
な
ど
を
称
え
 

今
後
の
活
躍
に
期
待
の
序
文
を
よ
せ
る
。
 

滋
賀
県
生
れ
、
流
山
市
在
住
。
現
代
俳
句
協
会
会
員
。
 

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
が
ー
つ
冷
蔵
庫
 

十
二
月
八
日
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
出
す
 

蛙
仲
間
い
な
ご
を
取
り
に
行
っ
た
き
り
 

（
令
和
元
年
6
月
発
行
・
現
代
俳
句
協
会
）
 

（

合

合

，

。

x

、
．
，
五
，
‘
v
<

,

，

芸

，

金

，

,

，

み

 
，

h

v

。

，

晦

一

‘

，

立

い

，

。

‘

，

「

，

,

,

,

h

 

, 

' 

' 

し
 ' 

●
句
集
『
す
て
ん
晴
』
 

佐
々
木
よ
し
子
 
著
 

「
沖
」
同
人
で
著
者
の
第
一
句
集
。
作
品
三
二
五
句
を
 

収
載
。
能
村
研
三
主
宰
が
表
題
と
序
文
を
、
践
文
を
同
人
 

会
長
の
千
田
百
里
氏
が
執
筆
し
、
共
に
観
察
眼
・
洞
察
力
 

を
称
え
る
。
 

“
す
て
ん
晴
〈
と
は
浦
安
の
方
言
で
「
す
け
る
 

よ
う
な
晴
天
」
と
の
こ
と
。
東
京
都
生
れ
、
浦
安
市
在
住
。
 

「
沖
」
新
人
奨
励
賞
受
賞
、
俳
人
協
会
会
員
。
 

演
飛
ん
で
す
て
ん
晴
な
り
三
番
瀬
 

江
ノ
電
は
光
の
小
佳
春
近
し
 

月
光
の
重
さ
を
計
る
弥
次
郎
兵
衛
 

（
令
和
元
年
7
月
発
行
・
ふ
ら
ん
す
堂
）
 

' 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
 

合
同
句
集
第
十
集
へ
の
参
加
お
願
い
 

五
年
ご
と
に
発
行
し
て
き
ま
し
た
合
同
句
集
も
今
回
で
第
十
集
と
な
り
ま
す
。
 

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

句

集

名

 

体
 

裁
 

内
 

容
 

参
加
資
格
 

作
 

品
 

参

加

費

 

記
 

「
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
 
合
同
句
集
 
第
十
集
 

A
5

版
 

並
製
（
表
紙
カ
ラ
ー
）
二
五
〇
頁
を
予
定
 

作
品
、
作
者
略
歴
、
協
会
の
歩
み
等
 

2

0

2

0

」 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
会
員
（
会
員
以
外
で
も
入
会
手
続
き
を
す
れ
ば
可
）
 

十
句
（
既
発
表
も
可
。
但
し
過
去
の
合
同
句
集
に
未
発
表
の
作
品
）
 

四
千
円
を
予
定
 

受
付
期
間
 
令
和
二
年
二
月
か
ら
四
月
末
日
ま
で
を
予
定
 

完
成
予
定
 
令
和
二
年
十
月
を
予
定
 

申
込
方
法
等
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 “●母か4 "’トt置書，喝か4 “争】言か 血
 

,
 
【
 

叫
 

。
 

言
u
・h
・鰍〈・批・《・尊・A
・M
、
・
“
h
・
鰍
み
・
4
●
“
I

●
“
・
が
v
」
〈
・
●
・
・
●
「
血
・
財
《
吃
ポ
●
訟
・
1
な“い八・v

<
“
・
式
せ
・
A
・
，
，
・
廿
‘
せ
傘
y
'
“
畦
サ
 碑
 

,
 

或
 

,
 
一
 
,
 
【
 

し
 

●
句
集
『
軌
道
』
 

村
上
喜
代
子
 
著
 

「
い
に
は
」
、
主
宰
の
第
五
句
集
「
i

「
い
に
は
」
創
刊
十
 

五
周
年
に
因
ん
で
の
刊
行
。
作
品
三
九
〇
句
を
収
載
。
 

「
俳
句
は
己
か
ら
発
す
る
詩
。
ゆ
え
に
汗
情
」
師
大
野
 

林
火
の
言
葉
を
掲
げ
る
。
山
口
県
生
れ
、
八
千
代
市
在
住
。
 

句
集
『
雪
降
れ
降
れ
』
『
八
十
島
』
『
間
紙
』
他
。
当
協
 

会
理
事
、
俳
人
協
会
評
議
員
、
日
本
文
襲
家
協
会
会
員
。
 

誓
星
の
軌
道
の
や
う
な
寒
卵
 

泰
山
木
の
花
に
き
の
ふ
と
け
ふ
の
白
 

冬
苦
夜
は
光
琳
の
光
持
つ
 

（
令
和
元
年
7

月
発
行
・
角
川
文
化
振
興
財
団
）
 

新
入
会
員
一
句
 

カ
 

噴
水
に
ゆ
め
の
変
わ
り
目
あ
り
に
け
り
 

羅
に
着
替
へ
て
う
す
き
母
の
膝
 

春
の
野
や
踏
む
足
裏
の
や
は
ら
か
き
 

袋
角
嬰
の
胎
動
確
か
な
り
 

時
計
草
散
つ
て
昨
日
を
掃
い
て
を
り
 

針
穴
は
光
の
出
口
針
供
養
 

片
陰
を
江
戸
の
仕
草
で
擦
れ
違
ふ
 

一
病
を
得
し
も
息
災
赤
の
ま
ま
 

地
球
儀
の
海
小
さ
く
て
鑑
真
忌
 

左
近
碑
の
水
平
に
飛
ぶ
夏
燕
 

ダ
リ
の
絵
に
似
て
歪
み
を
り
街
炎
暑
 

道
の
駅
搬
入
口
に
春
の
泥
 

団
子
虫
く
る
り
明
日
か
ら
夏
休
み
 

産
気
づ
く
牛
に
呼
ば
る
る
星
月
夜
 

み
ち
の
く
の
山
ま
つ
さ
ら
な
桜
か
な
 

農
一
日
夜
濯
の
水
柔
ら
か
し
 

軽
見
の
子
の
親
を
抜
く
速
さ
か
な
 

網
小
屋
の
女
手
集
め
枇
杷
出
荷
 

抱
く
や
う
に
束
ね
て
降
ろ
す
干
大
根
 

飯
田
 

晴
 

岡
 
真
紗
子
 

佐
々
木
 
茂
 

水
谷
 
昭
代
 

糠
信
 
政
衛
 

細
川
 

洋
子
 

中
西
 
恒
弘
 

須
山
 

登
 

杉
原
か
ほ
る
 

角
口
 

秀
子
 

佐
々
木
 
群
 

阿
部
理
恵
子
 

小
林
 

陽
子
 

河
口
 

仁
志
 

村
上
 

葉
子
 

白
井
 
淳
子
 

鎌
田
 
光
恵
 

和
田
 
紀
夫
 

富
川
 
明
子
 

一
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受
贈
誌
よ
り
 

あ
び
こ
（
三
四
四
号
）
 

葉
桜
の
い
よ
よ
濃
く
な
り
く
ら
く
な
り
 

い
に
は
（
十
月
号
）
 

合
歓
の
花
遺
影
に
し
て
も
よ
き
写
真
 

浮
巣
（
十
一
月
号
）
 

薮
蘭
や
三
代
句
碑
の
裾
を
守
る
 

沖
（
十
月
号
）
 

一
面
の
向
日
葵
揮
身
の
滅
び
 

音
信
（
十
月
号
）
 

大
タ
焼
ホ
ル
ン
の
余
韻
消
え
て
な
お
 

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
六
〇
二
号
）
松
風
 

青
柿
の
傷
あ
ら
は
な
る
石
畳
 

響
焔
（
十
一
月
号
）
 

か
の
記
憶
薄
れ
緑
蔭
の
ニ
三
人
 

草
の
実
（
十
月
号
）
 

こ
れ
が
ま
あ
色
即
是
空
月
下
美
人
 

原
人
（
九
月
号
）
 

ビ
ー
ル
缶
積
む
や
ん
衆
の
献
花
か
な
 

鴻
（
十
月
号
）
 

月
光
が
降
る
憂
陀
羅
と
な
り
て
降
る
 

好
日
（
十
一
月
号
）
 

待
宵
の
此
岸
に
つ
な
ぐ
舟
ひ
と
つ
 

祭
演
（
五
七
号
）
 

朝
顔
の
蔓
途
中
か
ら
繰
欝
病
 

雑
草
（
十
月
号
）
 

色
無
き
風
デ
ジ
タ
ル
時
計
の
無
言
劇
 

鴫
（
十
月
号
）
 

八
月
の
潮
鳴
り
を
聴
け
師
の
忌
来
る
 

軸
（
十
月
号
）
 

見
捨
て
ら
れ
た
杉
の
空
洞
夜
の
霧
 

新
暦
（
三
九
四
号
）
 

百
合
描
く
五
番
街
の
香
り
着
け
 

瀬
祭
（
十
月
号
）
 

嶺
離
る
雲
の
は
や
さ
や
初
嵐
 

~ 染
谷
 

卓
 

村
上
喜
代
子
 

大
木
さ
つ
き
 

能
村
 
研
三
 

白
鳥
紅
星
子
 

（
七
一
一
号
）
 

三
枝
か
ず
を
 

山
崎
 

聴
 

逸
見
 
真
三
 

昼
間
た
つ
お
 

増
成
 

栗
人
 

高
橋
 
健
文
 

森
須
 

蘭
 

実
籾
 

繁
 

高
橋
 
道
子
 

秋
尾
 

敏
 

中
路
 
素
童
 

本
田
 
撮
子
 

晦無姓クーliiる1' 
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第5回千葉県俳句大賞 

千葉県内に在住し、平成30年12月1日～令和元年11月30日までに刊行した句集 
より審査します。当協会に加盟されているか否かは問いません。 
現在当協会の役員をされている方は応募できません。 

自薦、他薦は問いません。 
千葉県俳句作家協会担当者まで句集と自選20句、（自薦 他薦にかかわらず）を 
添えてお送りください。 
20句は A4用紙1枚に記入してください。 

令和元年1 1月30日（土）必着 

大賞には賞状、記念品、賞金5万円 

〒271-0092 松戸市松戸2274-5 佐藤 映二方 
千葉県俳句作家協会顕彰部 「千葉県俳句大賞」宛 
※封筒の表に『俳句大賞応募』と朱書きしてください。 

能村研三、増成栗人、三枝かずを、塩野谷仁、秋尾 敏、村上喜代子 

令和2年2月11日（祝日） 

新春交流俳句会の席上にて表彰します。 

【応募条件】 

【応募方法】 

【応募締切】 

【 賞 】 

【応募先】 

【選考委員】 

【表 彰】 

r
‘、、‘‘三て‘‘・工当‘ニ呈‘‘、、、‘‘、‘、、三て、‘‘三・・‘… 

・・三・・、‘、、、」 

第34 回協会賞の44 .I ，募集 

【募集句数】 20句 新作未発表の作品で「題名」を付す 

【審査料】 3, 000円 応募作品に郵便小為替同封のこと 

【締 切】 令和元年12月15日（日）必着 

【審査員】 秋尾 敏、川合憲子、三枝かずを、塩野谷仁、染谷 卓、田所節子、能村研三、 
増成栗人、村上喜代子 

【賞 金】 3万円 

【投句先】 〒270-1138 千葉県我孫子市下ケ戸285番地 染谷 卓方 
千葉県俳句作家協会事務局 宛 

【投句用紙】 ・B4 判400字詰め原稿用紙1枚を使用 
・右欄外に「題名」 
・末尾欄外に「郵便番号・住所・姓号・電話番号・所属・俳歴・年齢」を楕書で明記 
・右上欄外に「新仮名遣い使用」或いは 自日仮名遣い使用」と明記 

、

●

‘

'

‘

、

‘

●

‘

‘

、

、

‘

'

'
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朝日カルチャーセンター千葉教室開講3ロ周年記念 

第24回 千葉俳句大会 

日 時 令和元年11月28日（木）午後1時～4時 

会 場 三井ガーデンホテル千葉3階飛鳥の間（入場無料） 

ゲスト選者 伊藤伊那男（講演あり・応募句だけの選者） 

選 者 秋尾 敏・鈴木太郎・すずき巴里・能村研三・ 
藤田直子・山田真砂年（五十音順・敬称略） 

主 催 朝日カルチャーセンター千葉教室・朝日新聞社千葉総局 

後 援 千葉県俳句作家協会・千葉県現代俳句協会・ 
俳人協会千葉県支部 

当 日 句 （公開選句はございません） 
当日、カルチャー受付で配布する投句用紙に、 
未発表当季雑詠句、必要事項をご記入の上、出句。 
投句料は1句につき500 円。(1人5句まで）。 
投句時間は午前10時～午前11時半 

お問い合わせ 朝日カルチャーセンター千葉教室‘043 (227) 0131 

夏
日
（
三
五
三
号
）
 

越
前
屋
越
後
屋
鳥
の
渡
り
け
り
 

野
火
（
十
月
号
）
 

サ
ブ
レ
ー
の
ほ
の
か
に
甘
き
夏
の
果
 

初
蝶
（
十
一
月
号
）
 

キ
リ
ス
ト
の
横
顔
を
持
ち
枯
蛸
鄭
 

万
象
（
十
月
号
）
 

少
年
の
腫
の
長
さ
や
苧
殻
焚
く
 

ペ
ガ
サ
ス
（
五
号
）
 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
風
来
る
戦
の
匂
い
来
る
 

百
鳥
（
十
月
号
）
 

満
月
を
仰
ぎ
書
斎
に
戻
り
け
り
 

遊
牧
（
二
一
三
号
）
 

胸
底
に
も
う
踏
め
ぬ
坂
あ
り
涼
し
 

ろ
ん
ど
（
十
月
号
）
 

新
涼
や
座
し
て
整
ふ
畳
の
目
 

し
 

望
月
 

百
代
 

菅
野
 
孝
夫
 

中
山
 

和
子
 

内
海
 
良
太
 

羽
村
美
和
子
 

大
串
 

章
 

塩
野
谷
 
仁
 

す
ず
き
巴
里
 

★
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
運
営
基
金
の
お
願
い
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
運
 

営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

◇
一
ロ
 

一
一
千
円
 

◇
送
付
先
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
ロ
 

郵
便
振
替
 
〇
〇
一
四
〇
ー
〇
ー
七
九
二
〇
八
三
 

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報
「
真
木
」
に
記
し
 

領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

基
金
御
礼
（
令
和
元
年
十
月
十
日
現
在
）
 

武
藤
 
嘉
子
 

村
田
 
満
枝
 

増
田
都
美
子
 

細
根
 

棄
 

本
池
美
佐
子
 

実
籾
 

繁
 

平
野
 

都
 

白
鳥
紅
星
子
 

佐
久
間
由
子
 

望
月
 
晴
美
 

高
橋
富
久
江
 

多
田
ユ
リ
子
 

佐
々
木
よ
し
子
 

安
部
由
美
子
 

石
田
き
よ
し
 

庄
司
 

風
樹
 

山
崎
 
政
江
 

馬
淵
 
津
枝
 

川
俣
婦
美
子
 

長
漬
 
聴
子
 

加
藤
 
峰
子
 

山
田
 
邦
枝
 

杉
原
か
ほ
る
 

（
以
上
 

四
〇
・
五
ロ
、
八
万
千
円
）
 

★
会
費
納
入
の
お
願
い
 

年
会
費
は
前
納
で
す
。
協
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
 

ま
だ
納
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
お
早
め
に
お
納
め
く
だ
さ
 

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

・
年
会
費
は
三
、
〇
〇
〇
円
で
す
。
 

・
年
会
費
送
付
先
 
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
 

・
郵
便
振
替
口
座
 
〇
〇
一
五
〇
ー
六
ー
三
五
二
三
四
四
 

、ノ 

事
務
局
日
誌
 

◆
第
三
回
理
事
会
（
出
席
者
3
0
名） 

日
時
 
令
和
元
年
8

月17

日
（
土
）
1
4
時
か
ら
1
6
時
 

会
場
 

議
事
 

千
葉
市
「
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」
 

1
 

第61

回
千
葉
県
俳
句
大
会
に
つ
い
て
 

2
 

令
和
元
年
度
吟
行
会
に
つ
い
て
 

3
 

第
5

回
千
葉
県
俳
句
大
賞
及
び
 

第34

回
協
会
賞
に
つ
い
て
 

4
 

新
春
交
流
俳
句
会
・
贈
賞
式
・
祝
賀
会
に
つ
い
て
 

5
 

合
同
句
集
第
1
0
集
の
刊
行
に
つ
い
て
 

6
 

会
報
「
真
木
」
一
九
一
号
に
つ
い
て
 

7
 

基
金
に
つ
い
て
 

8
 

そ
の
他
、
事
務
局
報
告
 

会
員
異
動
・
新
会
員
 

飯
田
 

晴
（
八
千
代
市
）
 

佐
々
木
 
茂
（
市
川
市
）
 

糠
信
 
政
衛
（
市
川
市
）
 

中
西
 
恒
弘
（
市
川
市
）
 

杉
原
か
ほ
る
（
市
川
市
）
 

佐
々
木
 
群
（
市
川
市
）
 

小
林
 

陽
子
（
市
川
市
）
 

村
上
 

葉
子
（
旭
 
市） 

鎌
田
 
光
恵
（
船
橋
市
）
 

富
川
 

明
子
（
八
千
代
市
）
 

編
集
後
記
 

岡
 
真
紗
子
（
柏
 
市） 

水
谷
 
昭
代
（
柏
 
市） 

細
川
 

洋
子
（
千
葉
市
）
 

須
山
 

登
（
市
川
市
）
 

角
口
 

秀
子
（
館
山
市
）
 

阿
部
理
恵
子
（
市
川
市
）
 

河
口
 

仁
志
（
松
戸
市
）
 

白
井
 
淳
子
（
南
房
総
市
）
 

和
田
 
紀
夫
（
千
葉
市
）
 

・
中
止
に
な
り
ま
し
た
県
俳
句
大
会
の
担
当
の
皆
様
ご
苦
 

労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
度
重
な
る
台
風
で
擢
災
さ
れ
 

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

・
児
童
の
俳
句
指
導
に
力
を
注
ぐ
理
事
の
中
村
世
都
氏
に
 

寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
味
読
く
だ
さ
い
。
（
紀
）
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